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図①●
目
的

①
　社
員
の
社
会
福
祉
に
お
け
る
業

務
の
連
携
を
推
進

②
　地
域
に
お
け
る
良
質
か
つ
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

③
　社
会
福
祉
法
人
の
経
営
基
盤
の

強
化
に
値
す
る
こ
と

こ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
間
の
連
携
方
策
の
新
た

な
選
択
肢
と
し
て
創
設
。

●
２
以
上
の
社
会
福
祉
法
人
等
の
法

人
が
社
員
と
し
て
参
画
し
、
そ
の
創

意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
地
域
福
祉
の
充
実
、
災
害

対
応
力
の
強
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
係
る
経
営
の
効
率
化
、
人
材
の

確
保
・
育
成
等
を
推
進
。

　
　
　
　
　
　
←

同
じ
目
的
意
識
を
持
つ
法
人
が
個
々

の
自
主
性
を
保
ち
な
が
ら
連
携
し
、

規
模
の
大
き
さ
を
活
か
し
た
法
人
運

営
が
可
能
と
な
る
。

社会福祉法人
B

社会福祉法人
C

NPO法人
D

社会福祉連携推進業務

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

連
携
の
形
を
継
続
す
る
た
め
に

　
今
後
、
日
本
の
人
口
は
２
０
２
５
年
に
向

け
て
高
齢
者
の
数
が
急
速
に
増
加
し
、
本
格

的
な
超
高
齢
社
会
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
２
０
４
０
年
に
は
国
内
の
担

い
手
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
も
言
わ
れ
、
地
域
社
会
や
個
々
人
が

抱
え
る
福
祉
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
よ
り
、
地
域
福
祉
は
一
層
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
と
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、
基
本
事
業
の
ほ
か

に
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
公

益
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
さ
ら
に
最
近
で
は
、
処
遇
改

善
や
生
産
性
の
向
上
、
業
務
の
多
様
化
と
い

う
課
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
経
営
運
営
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
代
表

理
事
の
小
笠
原
さ
ん
。「
時
代
の
変
革
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
法
人
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
、
力
を
込
め
ま
す
。

　
熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
会
長
：
小
笠
原 

嘉
祐
）
で
は
、
こ
れ
ま
で

公
益
的
な
事
業
を
す
る
際
、
他
法
人
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
計
困

難
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
は
、
生
計
困
難
者

が
公
的
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
食
事
や
居
住

の
支
援
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
災
害
時
に
福

祉
避
難
所
で
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等

へ
支
援
を
行
う
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
）
と
し
て
、
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
で

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
一

つ
の
法
人
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

複
数
の
法
人
が
連
携
し
、
相
互
に
取
り
組
む

こ
と
で
十
分
な
支
援
体
制
を
築
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
笠
原
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め

る
社
会
福
祉
法
人
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
で

は
、
福
祉
の
魅
力
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

一
般
企
業
が
求
職
者
向
け
に
行
う
企
業
見
学

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
福
祉
の
仕
事
を
知
っ
て

も
ら
う
〝
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
エ
リ
ア
〞
を
開

催
。
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
事
務
長
の
木
村

さ
ん
は
、「
10
法
人
が
集
ま
り
、
熊
本
学
園

大
学
も
入
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉

法
人
の
魅
力
発
信
と
い
う
の
が
一
つ
の
コ
ン

特集 各法人の強みを活かし協働する社会福祉連携推進法人特集

　急速な少子高齢化や人口減少など、社会構造が大きく変化している現代では、私たち一
人ひとりが抱える福祉ニーズも変化し、多様化しています。今後、複雑化した福祉ニーズ
に対応するためには、複数の福祉サービス事業者が連携していくことが求められていま
す。令和２年６月に公布された「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正
する法律」に基づいて、令和４年４月に「社会福祉連携推進法人制度」が施行されまし
た。この制度の背景や、県内で初めて社会福祉連携推進法人となったジョイント＆リップ
ルの取り組みについて紹介します。

セ
プ
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人

自
身
が
求
人
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
し
っ
か

り
取
り
組
み
始
め
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

合
併
や
事
業
譲
渡
と
は
異
な
る

社
会
福
祉
法
人
の
新
し
い
選
択
肢

　
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

「
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
変
化
す
る
に
は
協

働
化
が
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
」
と

感
じ
て
い
た
小
笠
原
さ
ん
。
そ
の
頃
、
社
会

福
祉
法
の
改
正
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
連
携

推
進
法
人
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し

た
。「
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
は
、
い
わ
ゆ
る
合

併
や
事
業
譲
渡
と
は
ま
っ
た
く
別
、
と
い
う

こ
と
。
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
的
な
法
人
と

し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
変
化

す
る
地
域
の
状
況
に
対
応
し
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
種
別
が
異
な
っ
て
も
複

数
の
法
人
が
連
携
し
て
一
緒
に
取
り
組
み
、

課
題
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
れ

が
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
で
す
」
と
、

強
調
し
ま
す
。

　
実
際
に
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
間
の
連
携
方
策

の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。（
図
①
）
社
会
福
祉
法
人
等
が
社
員
と

な
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な

取
り
組
み
を
生
み
出
し
、
共
同
で
物
資
の
調

達
を
行
な
っ
た
り
、
人
材
の
育
成
や
確
保
、

経
営
基
盤
の
効
率
化
を
進
め
た
り
と
、
有
効

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

各
法
人
の
強
み
を
活
か
し
協
働
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人

福祉ニーズの変化に対応するため

各法人の主体性や理念を

大事にしながら連携する

代表理事
小笠原 嘉祐さん

社会福祉連携推進法人
ジョイント & リップル

2



特集

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て

組織のイメージ

理事会
（法人の業務執行）

評議会
（連携推進区域の意見集約）

社員総会
（法人運営に係る事項の決議）選定・解任

意見具申・
事業評価

社会福祉連携推進法人（一般社団法人を認定）

社会福祉法人
A

地域福祉
支援業務

災害時
支援業務

経営
支援業務

貸付業務 人材確保
等業務

物資等
供給業務

意見具申・
事業評価

図①●
目
的

①
　社
員
の
社
会
福
祉
に
お
け
る
業

務
の
連
携
を
推
進

②
　地
域
に
お
け
る
良
質
か
つ
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

③
　社
会
福
祉
法
人
の
経
営
基
盤
の

強
化
に
値
す
る
こ
と

こ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
間
の
連
携
方
策
の
新
た

な
選
択
肢
と
し
て
創
設
。

●
２
以
上
の
社
会
福
祉
法
人
等
の
法

人
が
社
員
と
し
て
参
画
し
、
そ
の
創

意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
地
域
福
祉
の
充
実
、
災
害

対
応
力
の
強
化
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
に
係
る
経
営
の
効
率
化
、
人
材
の

確
保
・
育
成
等
を
推
進
。

　
　
　
　
　
　
←

同
じ
目
的
意
識
を
持
つ
法
人
が
個
々

の
自
主
性
を
保
ち
な
が
ら
連
携
し
、

規
模
の
大
き
さ
を
活
か
し
た
法
人
運

営
が
可
能
と
な
る
。

社会福祉法人
B

社会福祉法人
C

NPO法人
D

社会福祉連携推進業務

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

連
携
の
形
を
継
続
す
る
た
め
に

　
今
後
、
日
本
の
人
口
は
２
０
２
５
年
に
向

け
て
高
齢
者
の
数
が
急
速
に
増
加
し
、
本
格

的
な
超
高
齢
社
会
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
２
０
４
０
年
に
は
国
内
の
担

い
手
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
加
速

す
る
と
も
言
わ
れ
、
地
域
社
会
や
個
々
人
が

抱
え
る
福
祉
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
よ
り
、
地
域
福
祉
は
一
層
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
と
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、
基
本
事
業
の
ほ
か

に
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
た
公

益
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「
さ
ら
に
最
近
で
は
、
処
遇
改

善
や
生
産
性
の
向
上
、
業
務
の
多
様
化
と
い

う
課
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
経
営
運
営
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
代
表

理
事
の
小
笠
原
さ
ん
。「
時
代
の
変
革
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
法
人
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
、
力
を
込
め
ま
す
。

　
熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
会
長
：
小
笠
原 

嘉
祐
）
で
は
、
こ
れ
ま
で

公
益
的
な
事
業
を
す
る
際
、
他
法
人
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
計
困

難
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
で
は
、
生
計
困
難
者

が
公
的
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
食
事
や
居
住

の
支
援
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
災
害
時
に
福

祉
避
難
所
で
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等

へ
支
援
を
行
う
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ
）
と
し
て
、
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
で

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
一

つ
の
法
人
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

複
数
の
法
人
が
連
携
し
、
相
互
に
取
り
組
む

こ
と
で
十
分
な
支
援
体
制
を
築
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
笠
原
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め

る
社
会
福
祉
法
人
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
で

は
、
福
祉
の
魅
力
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

一
般
企
業
が
求
職
者
向
け
に
行
う
企
業
見
学

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
福
祉
の
仕
事
を
知
っ
て

も
ら
う
〝
オ
ー
プ
ン
ケ
ア
エ
リ
ア
〞
を
開

催
。
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
事
務
長
の
木
村

さ
ん
は
、「
10
法
人
が
集
ま
り
、
熊
本
学
園

大
学
も
入
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉

法
人
の
魅
力
発
信
と
い
う
の
が
一
つ
の
コ
ン

特集 各法人の強みを活かし協働する社会福祉連携推進法人特集

　急速な少子高齢化や人口減少など、社会構造が大きく変化している現代では、私たち一
人ひとりが抱える福祉ニーズも変化し、多様化しています。今後、複雑化した福祉ニーズ
に対応するためには、複数の福祉サービス事業者が連携していくことが求められていま
す。令和２年６月に公布された「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正
する法律」に基づいて、令和４年４月に「社会福祉連携推進法人制度」が施行されまし
た。この制度の背景や、県内で初めて社会福祉連携推進法人となったジョイント＆リップ
ルの取り組みについて紹介します。

セ
プ
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人

自
身
が
求
人
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
し
っ
か

り
取
り
組
み
始
め
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

合
併
や
事
業
譲
渡
と
は
異
な
る

社
会
福
祉
法
人
の
新
し
い
選
択
肢

　
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

「
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
変
化
す
る
に
は
協

働
化
が
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
」
と

感
じ
て
い
た
小
笠
原
さ
ん
。
そ
の
頃
、
社
会

福
祉
法
の
改
正
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
連
携

推
進
法
人
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
し

た
。「
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
は
、
い
わ
ゆ
る
合

併
や
事
業
譲
渡
と
は
ま
っ
た
く
別
、
と
い
う

こ
と
。
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
的
な
法
人
と

し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
変
化

す
る
地
域
の
状
況
に
対
応
し
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
種
別
が
異
な
っ
て
も
複

数
の
法
人
が
連
携
し
て
一
緒
に
取
り
組
み
、

課
題
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
れ

が
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
で
す
」
と
、

強
調
し
ま
す
。

　
実
際
に
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
間
の
連
携
方
策

の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。（
図
①
）
社
会
福
祉
法
人
等
が
社
員
と

な
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な

取
り
組
み
を
生
み
出
し
、
共
同
で
物
資
の
調

達
を
行
な
っ
た
り
、
人
材
の
育
成
や
確
保
、

経
営
基
盤
の
効
率
化
を
進
め
た
り
と
、
有
効

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

各
法
人
の
強
み
を
活
か
し
協
働
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人

福祉ニーズの変化に対応するため

各法人の主体性や理念を

大事にしながら連携する

代表理事
小笠原 嘉祐さん

社会福祉連携推進法人
ジョイント & リップル
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「働く」を応援公益的取り組み

＜事例①＞高齢者施設では、主に看
護師が中心になって行う感染症対
策。障がい者施設には看護師の配置
義務がないため、十分な感染対策が
できていなかった。そこで、法人間
で看護師を共有し、感染対策の研修
から、感染が広まった際の対応方法
について学ぶ機会を作った。

＜事例②＞リデルライトホームの食事の準備や片付け
等のスタッフが不足した際に、わ
くわくの多機能型支援センターふ
れあいワークより雇用。リデルラ
イトホームは人材を確保でき、ふ
れあいワークは固定収入を得るこ
とができるなど、相互に支え合う
体制が取れている。

＜事例③＞生計困難者レスキュー事業において、これまで
リデルライトホームでは必要な食品や生活必需品を職員か
ら集めていた。現在では連携推進法人という規模の大きさ
を活かし、他法人へも食品や生活必需品の協力を仰ぐこと
ができている。例えば米の生産を行うひま
わり福祉会の就労支援センターテクニカル
工房が生活困難にある子育て家庭に関して
は、米10kgを提供するなど、法人間で積
極的に関わる体制が整ってきている。

＜事例④＞災害派遣福祉チーム（DWAT）において、１法
人だけですべての備蓄品を確保
しておくことは難しいため、各
法人それぞれに必要物品を確保
し、共有。災害時の福祉避難所
の開設、避難所の支援を相互に
助け合って行っている。

図②

て
い
き
ま
す
」
と
、
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

事
務
長
の
木
村
さ
ん
。（
図
②
）

　
参
加
法
人
内
で
業
務
を
細
分
化
し
、
相
互

で
業
務
を
補
う
と
い
っ
た
職
員
や
業
務
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

作
ら
れ
る
製
品
の
商
品
開
発
を
、
参
加
法
人

み
ん
な
で
行
っ
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
企

業
で
働
く
人
へ
向
け
た
介
護
離
職
防
止
支
援

と
し
て
、
商
業
施
設
に
介
護
相
談
窓
口
を
設

置
。
福
祉
・
介
護
業
界
に
限
ら
ず
、
家
族
の

介
護
を
理
由
に
離
職
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
県
内
の
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
、
連
携
推
進
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
福
祉
人
材
の
リ
ク
ル
ー
ト

事
業
と
し
て
、
動
画
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報
活
動
支
援
や
、
協
働

で
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
も
法
人
間
で

法
人
間
の
課
題
を
補
い
、
支
え
合
っ
て

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
は
、
６
つ
の
社

会
福
祉
法
人
と
１
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
連
携

を
組
み
、
２
０
２
３
年
５
月
９
日
付
け
で
社

会
福
祉
連
携
推
進
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
等
、

対
象
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
法
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
に
対
す

る
理
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
際
に
効
果
的
な

連
携
が
図
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
業
務
と
し

て
、
地
域
福
祉
支
援
業
務
や
災
害
時
支
援
業

務
、
人
材
確
保
業
務
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

推
進
業
務
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
イ

ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
各
法

人
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に
つ
い
て
、
研
修

動
画
を
作
成
し
、
参
加
法
人
内
で
共
有
。
こ

れ
ま
で
に
虐
待
防
止
研
修
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
研
修
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研

修
や
法
令
遵
守
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
事
故
防
止
研
修
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
、
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
な
ど
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
「
私
た
ち
法
人
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

や
経
営
面
、
そ
し
て
人
材
を
大
事
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
〝
学
び
続
け
る
、
成
長
し
続
け
る
〞
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
集
合
型
の
技
術
研
修
や
法
人
間
の
交
換

研
修
な
ど
を
実
施
し
、
職
員
が
積
極
的
に
学

べ
る
・
学
び
た
い
と
思
え
る
環
境
を
用
意
し

特集特集

社会福祉連携推進法人
ジョイント & リップル

お問い合わせ　　
Tel.096-343-0489
熊本県熊本市中央区黒髪５丁目23-1
ホームページ
https://joint-ripple.com/

各法人の強みを活かし協働する社会福祉連携推進法人

連
携
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
育
児
・
介
護

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
地
域
に
お
け
る

公
益
的
事
業
等
、
連
携
に
よ
り
幅
広
い
取
り

組
み
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

連
携
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が

社
会
福
祉
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

　
こ
れ
ま
で
も
、
一
法
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
の
形
を
取
り
、
活
動
を
し
て
き
た
リ

デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
。
社
会
福
祉
連
携
推
進

法
人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
尋
ね
る
と
、

「
複
雑
化
し
た
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
継
続

し
て
対
応
で
き
る
し
、
そ
う
い
っ
た
連
携
が

日
常
的
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
我
々
が
や
っ
て

き
た
〝
連
携
〞
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
今
の

到
達
点
が
、
連
携
推
進
法
人
と
い
う
こ
と
」

と
、
小
笠
原
さ
ん
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る
作
業
部
会
で
は
、
今

後
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
ま
す
。
「
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
自

分
が
所
属
す
る
法
人
し
か

知
ら
な
い
と
い
う
人
が
多

い
ん
で
す
。
他
の
事
業
所

の
こ
と
を
知
っ
た
り
一
緒

に
何
か
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
法

人
間
の
お
互
い
の
考
え
方

を
聞
け
る
作
業
部
会
は
、

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
」
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆

リ
ッ
プ
ル
の
根
底
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
主
体

性
を
し
っ
か
り
持
ち
、
目

指
し
て
い
る
理
念
が
近
い

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
参
加
法
人
は
、
立
ち
上

げ
時
の
強
い
思
い
が
詰

ま
っ
た
法
人
ば
か
り
。
さ

ら
に
、
時
代
や
環
境
が
急

速
に
変
化
し
て
い
く
な

か
、
法
人
が
変
化
し
な
け

れ
ば
、
今
後
２
０
４
０
年

ま
で
残
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
人
材
確
保
や
事
業
運
営
に
つ
い

て
も
視
野
を
広
く
持
ち
、
新
し
い
福
祉
を
作

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
り
ま

す
」
と
、
お
二
人
は
未
来
を
見
据
え
ま
す
。

　
合
併
で
は
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
主

体
性
や
理
念
を
大
事
に
し
た
連
携
の
形
。
法

人
の
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉

法
人
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
が
手
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
新
し
い
連
携
の
ス
タ
イ
ル

と
し
て
、
今
後
も
活
動
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ジョイント ＆ リップルの取り組み事例　

引用：社会福祉連携推進法人に期待される役割について（厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課）

月に１、２回、オンラインや集合型の研修で最新情報を共有。受講
者の学びを刺激する研修は、職員のモチベーション向上にもつな
がる。写真中央奥が、リデルライトホーム事務長の木村准治さん。
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＜事例①＞高齢者施設では、主に看
護師が中心になって行う感染症対
策。障がい者施設には看護師の配置
義務がないため、十分な感染対策が
できていなかった。そこで、法人間
で看護師を共有し、感染対策の研修
から、感染が広まった際の対応方法
について学ぶ機会を作った。

＜事例②＞リデルライトホームの食事の準備や片付け
等のスタッフが不足した際に、わ
くわくの多機能型支援センターふ
れあいワークより雇用。リデルラ
イトホームは人材を確保でき、ふ
れあいワークは固定収入を得るこ
とができるなど、相互に支え合う
体制が取れている。

＜事例③＞生計困難者レスキュー事業において、これまで
リデルライトホームでは必要な食品や生活必需品を職員か
ら集めていた。現在では連携推進法人という規模の大きさ
を活かし、他法人へも食品や生活必需品の協力を仰ぐこと
ができている。例えば米の生産を行うひま
わり福祉会の就労支援センターテクニカル
工房が生活困難にある子育て家庭に関して
は、米10kgを提供するなど、法人間で積
極的に関わる体制が整ってきている。

＜事例④＞災害派遣福祉チーム（DWAT）において、１法
人だけですべての備蓄品を確保
しておくことは難しいため、各
法人それぞれに必要物品を確保
し、共有。災害時の福祉避難所
の開設、避難所の支援を相互に
助け合って行っている。

図②

て
い
き
ま
す
」
と
、
リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

事
務
長
の
木
村
さ
ん
。（
図
②
）

　
参
加
法
人
内
で
業
務
を
細
分
化
し
、
相
互

で
業
務
を
補
う
と
い
っ
た
職
員
や
業
務
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で

作
ら
れ
る
製
品
の
商
品
開
発
を
、
参
加
法
人

み
ん
な
で
行
っ
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
な
ど

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
企

業
で
働
く
人
へ
向
け
た
介
護
離
職
防
止
支
援

と
し
て
、
商
業
施
設
に
介
護
相
談
窓
口
を
設

置
。
福
祉
・
介
護
業
界
に
限
ら
ず
、
家
族
の

介
護
を
理
由
に
離
職
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
県
内
の
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

も
、
連
携
推
進
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
福
祉
人
材
の
リ
ク
ル
ー
ト

事
業
と
し
て
、
動
画
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報
活
動
支
援
や
、
協
働

で
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
も
法
人
間
で

法
人
間
の
課
題
を
補
い
、
支
え
合
っ
て

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
は
、
６
つ
の
社

会
福
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と
１
つ
の
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年
５
月
９
日
付
け
で
社

会
福
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連
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推
進
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
等
、

対
象
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
法
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
に
対
す

る
理
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
で
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
際
に
効
果
的
な

連
携
が
図
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
の
業
務
と
し

て
、
地
域
福
祉
支
援
業
務
や
災
害
時
支
援
業

務
、
人
材
確
保
業
務
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

推
進
業
務
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
イ

ン
ト
＆
リ
ッ
プ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
各
法

人
で
実
施
し
て
い
る
研
修
に
つ
い
て
、
研
修

動
画
を
作
成
し
、
参
加
法
人
内
で
共
有
。
こ

れ
ま
で
に
虐
待
防
止
研
修
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
研
修
、
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研

修
や
法
令
遵
守
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
事
故
防
止
研
修
や

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
、
個
人
情
報
保
護

に
つ
い
て
な
ど
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
「
私
た
ち
法
人
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

や
経
営
面
、
そ
し
て
人
材
を
大
事
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
〝
学
び
続
け
る
、
成
長
し
続
け
る
〞
と
い

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
も
集
合
型
の
技
術
研
修
や
法
人
間
の
交
換

研
修
な
ど
を
実
施
し
、
職
員
が
積
極
的
に
学

べ
る
・
学
び
た
い
と
思
え
る
環
境
を
用
意
し

特集特集

社会福祉連携推進法人
ジョイント & リップル

お問い合わせ　　
Tel.096-343-0489
熊本県熊本市中央区黒髪５丁目23-1
ホームページ
https://joint-ripple.com/

各法人の強みを活かし協働する社会福祉連携推進法人

連
携
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
育
児
・
介
護

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
地
域
に
お
け
る

公
益
的
事
業
等
、
連
携
に
よ
り
幅
広
い
取
り

組
み
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

連
携
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が

社
会
福
祉
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

　
こ
れ
ま
で
も
、
一
法
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
の
形
を
取
り
、
活
動
を
し
て
き
た
リ

デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
。
社
会
福
祉
連
携
推
進

法
人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
尋
ね
る
と
、

「
複
雑
化
し
た
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
継
続

し
て
対
応
で
き
る
し
、
そ
う
い
っ
た
連
携
が

日
常
的
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
我
々
が
や
っ
て

き
た
〝
連
携
〞
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
今
の

到
達
点
が
、
連
携
推
進
法
人
と
い
う
こ
と
」

と
、
小
笠
原
さ
ん
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る
作
業
部
会
で
は
、
今

後
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
ま
す
。
「
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
自

分
が
所
属
す
る
法
人
し
か

知
ら
な
い
と
い
う
人
が
多

い
ん
で
す
。
他
の
事
業
所

の
こ
と
を
知
っ
た
り
一
緒

に
何
か
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
法

人
間
の
お
互
い
の
考
え
方

を
聞
け
る
作
業
部
会
は
、

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
」
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
＆

リ
ッ
プ
ル
の
根
底
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
が
主
体

性
を
し
っ
か
り
持
ち
、
目

指
し
て
い
る
理
念
が
近
い

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「
参
加
法
人
は
、
立
ち
上

げ
時
の
強
い
思
い
が
詰

ま
っ
た
法
人
ば
か
り
。
さ

ら
に
、
時
代
や
環
境
が
急

速
に
変
化
し
て
い
く
な

か
、
法
人
が
変
化
し
な
け

れ
ば
、
今
後
２
０
４
０
年

ま
で
残
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
人
材
確
保
や
事
業
運
営
に
つ
い

て
も
視
野
を
広
く
持
ち
、
新
し
い
福
祉
を
作

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
り
ま

す
」
と
、
お
二
人
は
未
来
を
見
据
え
ま
す
。

　
合
併
で
は
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
主

体
性
や
理
念
を
大
事
に
し
た
連
携
の
形
。
法

人
の
規
模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉

法
人
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人
等
が
手
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
新
し
い
連
携
の
ス
タ
イ
ル

と
し
て
、
今
後
も
活
動
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

ジョイント ＆ リップルの取り組み事例　

引用：社会福祉連携推進法人に期待される役割について（厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課）

月に１、２回、オンラインや集合型の研修で最新情報を共有。受講
者の学びを刺激する研修は、職員のモチベーション向上にもつな
がる。写真中央奥が、リデルライトホーム事務長の木村准治さん。
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Close-up

特
集 熊本地震から 1年　～今後の被災者支援に求められること～

福祉車両割引

熊本県火災共済協同組合

熊本市中央区安政町３番13号（熊本県商工会館2F）
TEL:096-325-3411

（社福）熊本県社会福祉協議会
TEL:096-324-5454

本部 お問合せ、お申込みは…

発
災
直
後
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
そ
の
後
は
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

民
間
事
業
者
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
。

地
震
か
ら
約
１
年
4
か
月
が
経
過
し
、
応

急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
で
は
、

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
の
、

い
わ
ゆ
る
「
孤
独
死
」
を
防
ぐ
た
め
の
見

守
り
が
被
災
者
支
援
の
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

で
は
、
民
生
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
在
宅
の
要
配
慮
世
帯
も
含
め
た
情
報

と
ニ
ー
ズ
の
収
集
に
努
め
、
個
別
支
援
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
応
急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設

住
宅
の
入
居
や
家
賃
補
助
の
期
限
の
目
安

で
あ
る
２
年
が
近
づ
き
、
各
世
帯
の
生
活

再
建
支
援
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
は
「
住
ま
い
の
移

行
調
査
」
を
通
じ
て
、
応
急
仮
設
住
宅
や

み
な
し
仮
設
住
宅
（
市
町
村
外
、
県
外
含

む
）
で
暮
ら
す
被
災
者
の
実
情
を
把
握
し
、

そ
れ
を
基
に
、
各
世
帯
に
合
っ
た
個
別
の

生
活
再
建
計
画
の
立
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
仙
台
市
が
行
っ
た
「
仙
台
市
被

災
者
生
活
再
建
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
参

考
に
、
４
つ
の
区
分
に
分
け
た
支
援
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
、
応
急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮

設
住
宅
が
あ
り
な
が
ら
、
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
の
被
災
者

へ
の
支
援
や
情
報
提
供
に
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
県
・
市
町
村
と
社
協
が
連
携
し

て
広
域
的
な
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

これからの被災者支援
　熊本地震のような大規模な災害では、被災者への支援が数年に及ぶこともあります。

そのため、切れ目のない継続的な支援が求められるだけでなく、発災からの時間の経

過や被災者の個別の状況に応じた支援も必要になってきます。

～求められる個別支援への移行～

参考資料／県報道資料 「被災者支援区分の分類及び個別支援計画の作成状況について」より抜粋
（平成29年７月14日）

１. 支援区分の分類対象世帯
 建設型仮設住宅、借上型仮設住宅の入居世帯　18,927世帯

２. 支援区分の分類状況
6月末までに、各市町村において、地域支え合いセンターの訪問活動や住まいの意向調査の実施等
により、上記１の世帯の約9割にあたる 16,984世帯について、世帯ごとの状況や課題等を把握し、
以下①～④の支援区分に分類を行っている。

情
報
提
供
や
定
期
的
な
見
守
り
は
、

全
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施

日常生活・住まいの再建支援世帯

心身の健康面に課題があるなど、日常生活において
継続的な支援が必要であり、かつ、住まいの再建に
関しても課題を抱えているため支援が必要な世帯。

2,145世帯（13%）
4

日常生活には大きな問題はないが、住まいの再建方針
や再建時期が未定であったり、資金面に課題があるな
ど、住まいの再建に関して支援が必要な世帯。

住まいの再建支援世帯
4,623世帯（27%）

3

生活再建可能世帯

日常生活に大きな問題はなく、住まいの
再建方針や再建時期も決まっており、特
段の支援が必要ない世帯。

8,190世帯（48%）
1日常生活支援世帯

住まいの再建方針や再建時期は決まってい
るが、主に心身の健康面に課題を抱えてお
り、日常生活において支援が必要な世帯。

2,026世帯（12%）
2

   

孤
独
死
防
止
や
生
活
再
建
に 

   

求
め
ら
れ
る
個
別
の
計
画
・
対
応

低 高日常生活の自立性

住
ま
い
の
再
建
の
実
現
性

高

低

5

時
代
の
変
革
と
と
も
に
地
域
も
変
化

多
様
化
す
る
相
談
内
容
と
町
の
課
題

　
熊
本
県
中
央
部
に
位
置
す
る
菊
陽
町
は
、

熊
本
市
に
隣
接
し
、
熊
本
空
港
や
Ｊ
Ｒ
線
、

高
速
道
路
に
近
い
と
い
っ
た
交
通
利
便
性
が

高
く
、
企
業
誘
致
や
大
型
商
業
施
設
の
立
地

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
近
年
の
人
口
増

加
率
は
、
県
内
の
自
治
体
で
最
も
高
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
が
進
む
一
方

で
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
地
区
も
あ

る
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
菊
陽
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
菊
陽
町
社
協
）

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
「
菊
陽
町
社
協
で
は
、
地
域
の
方
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
お
困
り
ご
と
を
お
聞
き
す
る
相
談

場
所
と
し
て
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

武
蔵
ヶ
丘
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
受

け
た
後
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の

か
、
社
協
の
各
部
署
や
行
政
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
地
域
相
談

係 

地
域
拠
点
づ
く
り
事
業
主
任
の
冨
永
さ

ん
。
相
談
に
訪
れ
る
人
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

派
遣
切
り
や
８
０
５
０
問
題
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
。
支
援
対
象
者

の
傾
向
も
、
以
前
は
高
齢
の
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

令
和
２
年
度
以
降
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、
子
育
て
世
帯
（
ひ
と
り

親
世
帯
）、
単
身
世
帯
（
派
遣
労
働
）、
個
人

事
業
主
な
ど
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
る
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
数
年
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
統
計

を
取
っ
て
み
る
と
、
菊
陽
町
と
し
て
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者

の
居
住
の
確
保
や
食
の
確
保
、
就
労
、
外
国

人
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
す
」
と
話
す
の
は
、

同
係
係
長
の
明
利
さ
ん
。
特
に
派
遣
労
働
者

は
、
コ
ロ
ナ
の
罹
患
な
ど
に
よ
っ
て
会
社
を

休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
突
然
解
雇
さ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
派
遣
切

れ
に
な
っ
て
も
次
の
就
職
先
や
居
住
地
を
見

つ
け
ら
れ
る
方
は
い
ま
す
が
、
見
つ
け
ら
れ

な
い
方
も
い
ま
す
。
相
談
に
来
ら
れ
た
ら
ま

ず
、
ご
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
思
い

を
受
け
止
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
そ

の
後
、
生
活
が
困
窮
さ
れ
た
理
由
か
ら
、
必

要
に
応
じ
た
シ
ェ
ル
タ
ー
や
一
時
保
護
施
設

の
紹
介
、
食
料
の
提
供
や
働
き
口
の
紹
介
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

町
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し

連
携
の
体
制
・
手
段
を
考
え
る

　
菊
陽
町
社
協
の
理
念
は
、
「
地
域
で
支
え

合
う
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
や
さ

し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
。
こ
の
理
念

を
形
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
協
や
行
政

が
連
携
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
育

機
関
や
福
祉
団
体
な
ど
地
域
の
多
様
な
機

関
、
自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

い
っ
た
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
多
様
な
人
や
機
関
が
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
し
て
い
く
よ

う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
そ
の
た
め
に
も
、
町
の
現
状
を
地
域
住

市町村社協では、地域福祉活動を推進し、支援を必要とする住民のサポート等を行うために
さまざまな事業を実施しています。今回は、菊陽町社会福祉協議会が行う多機関連携の取り
組みについてご紹介します。

「多機関連携の取り組みは、
関係する機関や団体、地域住民等と連携し、
相談者の多様なニーズに対応することで
安心できる生活へと導くことです」

「多機関連携の取り組みは、
関係する機関や団体、地域住民等と連携し、
相談者の多様なニーズに対応することで
安心できる生活へと導くことです」

民
を
は
じ
め
、
企
業
や
団
体
な
ど
に
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同

じ
町
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
相
互
に
話
し
合
っ
て
連
携
の
形
を
一
緒

に
探
っ
て
い
ま
す
」
と
明
利
さ
ん
。
そ
の
取

り
組
み
の
中
で
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
食

の
確
保
と
し
て
、
ゆ
め
マ
ー
ト
熊
本
と
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
協
定
を
締
結
。
ま
た
、
セ
ブ

ン-

イ
レ
ブ
ン
や
大
津
菊
陽
水
道
企
業
団
、

Ｊ
Ａ
菊
池
菊
陽
中
央
支
所
、
つ
か
さ
菊
陽

店
、
地
元
農
家
と
連
携
し
て
食
料
品
の
寄
贈

を
受
け
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
め
た
食
料

品
と
共
に
、
菊
陽
町
社
協
で
保
管
し
、
相
談

に
訪
れ
た
生
活
困
窮
者
等
へ
配
付
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
居
住
の
支
援
と
し
て
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の

活
用
の
他
に
居
住
支
援
法
人
（
Ｐ
９
に
て
解

説
）
や
菊
陽
町
の
一
時
保
護
施
設
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
暮
ら
し
に
困
り
ご
と
を
抱
え
る
外
国

人
の
相
談
が
増
加
。
現
在
、
外
国
人
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
国
際
交
流
会
館
、
町
の
外
国

人
相
談
窓
口
と
連
携
を
図
り
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
た

め
に
必
要
な
申
請
が
、
言
語
の
問
題
で
私
た

ち
社
協
だ
け
で
は
難
し
い
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
外
国
の
方
も
町

民
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
」
と
、
同
係
主
任
の
井
さ
ん
。
町

内
に
居
住
す
る
外
国
人
を
は
じ
め
、
今
後
は

台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」
の

進
出
で
、
交
流
活
動
や
地
域
の
見
守
り
活
動

が
益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
話
し
ま
す
。

「
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
地
域
づ
く
り
は
、
一
体

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
地
域
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
力

を
込
め
る
明
利
さ
ん
。
同
じ
地
域
に
住
む
外

国
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
で
支
え
合

い
、
助
け
合
う
空
気
を
作
っ
て
い
く
の
も
社

協
の
役
割
だ
と
話
し
ま
す
。

社
協
と
し
て
の
意
識
の
統
一
を
図
り

相
談
者
が
安
心
で
き
る
体
制
へ

　
前
述
の
よ
う
に
、
相
談
内
容
が
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
事
例
が
多
い
昨
今
。
相
談
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
対
象
世
帯
や
地
域
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
社
協
内
で

共
有
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
違
う
の
は
当
た
り

前
。
で
も
、
〝
社
協
の
職
員
と
し
て
〞
は
、

み
ん
な
同
じ
思
い
で
い
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
根
底
に
は
理
念
が
あ
る
の
で
そ
こ
は
絶

対
に
ブ
レ
な
い
よ
う
に
、
意
識
の
統
一
を
試

み
て
い
ま
す
」
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
菊
陽

町
社
協
で
は
、
週
に
１
回
、
部
署
の
垣
根
を

越
え
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
実
施
。
１
〜

２
時
間
、
白
熱
し
た
議
論
を
展
開
し
、
意
見

を
出
し
合
い
ま
す
。
そ
の
他
、
月
に
１
回
、

菊
陽
町
社
協
と
町
役
場
、
関
係
す
る
福
祉
団

体
等
が
集
ま
り
、
支
援
し
て
い
る
生
活
困
窮

者
の
課
題
共
有
等
を
行
う
支
援
調
整
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
今
後
、
多
機
関
連
携
は

よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
く
の
で
、
多
機
関
、

多
分
野
の
関
係
者
が
話
し
合
う
場
の
必
要
性

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
、
対
象
者
を
取
り

巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
の
共
有
・
支
援

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

社協活動クローズアップ社協活動クローズアップ
社協活動クローズアップ

関係機関との支援調整会議の様子

菊陽町社協が掲げる理念を達成するための、菊陽町コミュニティのイメージ図

社会福祉法人 菊陽町社会福祉協議会

地域相談係の（左から）井 真由子さん、
冨永 祐介さん、明利 治樹さん
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Close-up

特
集 熊本地震から 1年　～今後の被災者支援に求められること～

福祉車両割引

熊本県火災共済協同組合

熊本市中央区安政町３番13号（熊本県商工会館2F）
TEL:096-325-3411

（社福）熊本県社会福祉協議会
TEL:096-324-5454

本部 お問合せ、お申込みは…

発
災
直
後
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
そ
の
後
は
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

民
間
事
業
者
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
。

地
震
か
ら
約
１
年
4
か
月
が
経
過
し
、
応

急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設
住
宅
で
は
、

独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
の
、

い
わ
ゆ
る
「
孤
独
死
」
を
防
ぐ
た
め
の
見

守
り
が
被
災
者
支
援
の
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

で
は
、
民
生
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
在
宅
の
要
配
慮
世
帯
も
含
め
た
情
報

と
ニ
ー
ズ
の
収
集
に
努
め
、
個
別
支
援
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
応
急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮
設

住
宅
の
入
居
や
家
賃
補
助
の
期
限
の
目
安

で
あ
る
２
年
が
近
づ
き
、
各
世
帯
の
生
活

再
建
支
援
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
は
「
住
ま
い
の
移

行
調
査
」
を
通
じ
て
、
応
急
仮
設
住
宅
や

み
な
し
仮
設
住
宅
（
市
町
村
外
、
県
外
含

む
）
で
暮
ら
す
被
災
者
の
実
情
を
把
握
し
、

そ
れ
を
基
に
、
各
世
帯
に
合
っ
た
個
別
の

生
活
再
建
計
画
の
立
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
仙
台
市
が
行
っ
た
「
仙
台
市
被

災
者
生
活
再
建
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
参

考
に
、
４
つ
の
区
分
に
分
け
た
支
援
が
す

す
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
、
応
急
仮
設
住
宅
や
み
な
し
仮

設
住
宅
が
あ
り
な
が
ら
、
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
の
被
災
者

へ
の
支
援
や
情
報
提
供
に
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
県
・
市
町
村
と
社
協
が
連
携
し

て
広
域
的
な
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

これからの被災者支援
　熊本地震のような大規模な災害では、被災者への支援が数年に及ぶこともあります。

そのため、切れ目のない継続的な支援が求められるだけでなく、発災からの時間の経

過や被災者の個別の状況に応じた支援も必要になってきます。

～求められる個別支援への移行～

参考資料／県報道資料 「被災者支援区分の分類及び個別支援計画の作成状況について」より抜粋
（平成29年７月14日）

１. 支援区分の分類対象世帯
 建設型仮設住宅、借上型仮設住宅の入居世帯　18,927世帯

２. 支援区分の分類状況
6月末までに、各市町村において、地域支え合いセンターの訪問活動や住まいの意向調査の実施等
により、上記１の世帯の約9割にあたる 16,984世帯について、世帯ごとの状況や課題等を把握し、
以下①～④の支援区分に分類を行っている。

情
報
提
供
や
定
期
的
な
見
守
り
は
、

全
世
帯
を
対
象
と
し
て
実
施

日常生活・住まいの再建支援世帯

心身の健康面に課題があるなど、日常生活において
継続的な支援が必要であり、かつ、住まいの再建に
関しても課題を抱えているため支援が必要な世帯。

2,145世帯（13%）
4

日常生活には大きな問題はないが、住まいの再建方針
や再建時期が未定であったり、資金面に課題があるな
ど、住まいの再建に関して支援が必要な世帯。

住まいの再建支援世帯
4,623世帯（27%）

3

生活再建可能世帯

日常生活に大きな問題はなく、住まいの
再建方針や再建時期も決まっており、特
段の支援が必要ない世帯。

8,190世帯（48%）
1日常生活支援世帯

住まいの再建方針や再建時期は決まってい
るが、主に心身の健康面に課題を抱えてお
り、日常生活において支援が必要な世帯。

2,026世帯（12%）
2

   

孤
独
死
防
止
や
生
活
再
建
に 

   

求
め
ら
れ
る
個
別
の
計
画
・
対
応

低 高日常生活の自立性

住
ま
い
の
再
建
の
実
現
性

高

低

5

時
代
の
変
革
と
と
も
に
地
域
も
変
化

多
様
化
す
る
相
談
内
容
と
町
の
課
題

　
熊
本
県
中
央
部
に
位
置
す
る
菊
陽
町
は
、

熊
本
市
に
隣
接
し
、
熊
本
空
港
や
Ｊ
Ｒ
線
、

高
速
道
路
に
近
い
と
い
っ
た
交
通
利
便
性
が

高
く
、
企
業
誘
致
や
大
型
商
業
施
設
の
立
地

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
近
年
の
人
口
増

加
率
は
、
県
内
の
自
治
体
で
最
も
高
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
増
加
が
進
む
一
方

で
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
地
区
も
あ

る
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
菊
陽
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
菊
陽
町
社
協
）

に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
「
菊
陽
町
社
協
で
は
、
地
域
の
方
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
お
困
り
ご
と
を
お
聞
き
す
る
相
談

場
所
と
し
て
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

武
蔵
ヶ
丘
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
受

け
た
後
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の

か
、
社
協
の
各
部
署
や
行
政
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
地
域
相
談

係 

地
域
拠
点
づ
く
り
事
業
主
任
の
冨
永
さ

ん
。
相
談
に
訪
れ
る
人
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

派
遣
切
り
や
８
０
５
０
問
題
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
な
ど
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
。
支
援
対
象
者

の
傾
向
も
、
以
前
は
高
齢
の
方
や
障
が
い
の

あ
る
方
の
相
談
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

令
和
２
年
度
以
降
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、
子
育
て
世
帯
（
ひ
と
り

親
世
帯
）、
単
身
世
帯
（
派
遣
労
働
）、
個
人

事
業
主
な
ど
か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
る
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
数
年
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
統
計

を
取
っ
て
み
る
と
、
菊
陽
町
と
し
て
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者

の
居
住
の
確
保
や
食
の
確
保
、
就
労
、
外
国

人
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
す
」
と
話
す
の
は
、

同
係
係
長
の
明
利
さ
ん
。
特
に
派
遣
労
働
者

は
、
コ
ロ
ナ
の
罹
患
な
ど
に
よ
っ
て
会
社
を

休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
突
然
解
雇
さ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
派
遣
切

れ
に
な
っ
て
も
次
の
就
職
先
や
居
住
地
を
見

つ
け
ら
れ
る
方
は
い
ま
す
が
、
見
つ
け
ら
れ

な
い
方
も
い
ま
す
。
相
談
に
来
ら
れ
た
ら
ま

ず
、
ご
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
思
い

を
受
け
止
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
そ

の
後
、
生
活
が
困
窮
さ
れ
た
理
由
か
ら
、
必

要
に
応
じ
た
シ
ェ
ル
タ
ー
や
一
時
保
護
施
設

の
紹
介
、
食
料
の
提
供
や
働
き
口
の
紹
介
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

町
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し

連
携
の
体
制
・
手
段
を
考
え
る

　
菊
陽
町
社
協
の
理
念
は
、
「
地
域
で
支
え

合
う
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
や
さ

し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
。
こ
の
理
念

を
形
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
協
や
行
政

が
連
携
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
育

機
関
や
福
祉
団
体
な
ど
地
域
の
多
様
な
機

関
、
自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

い
っ
た
地
域
住
民
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
多
様
な
人
や
機
関
が
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
し
て
い
く
よ

う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
そ
の
た
め
に
も
、
町
の
現
状
を
地
域
住

市町村社協では、地域福祉活動を推進し、支援を必要とする住民のサポート等を行うために
さまざまな事業を実施しています。今回は、菊陽町社会福祉協議会が行う多機関連携の取り
組みについてご紹介します。

「多機関連携の取り組みは、
関係する機関や団体、地域住民等と連携し、
相談者の多様なニーズに対応することで
安心できる生活へと導くことです」

「多機関連携の取り組みは、
関係する機関や団体、地域住民等と連携し、
相談者の多様なニーズに対応することで
安心できる生活へと導くことです」

民
を
は
じ
め
、
企
業
や
団
体
な
ど
に
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同

じ
町
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
相
互
に
話
し
合
っ
て
連
携
の
形
を
一
緒

に
探
っ
て
い
ま
す
」
と
明
利
さ
ん
。
そ
の
取

り
組
み
の
中
で
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
食

の
確
保
と
し
て
、
ゆ
め
マ
ー
ト
熊
本
と
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
協
定
を
締
結
。
ま
た
、
セ
ブ

ン-

イ
レ
ブ
ン
や
大
津
菊
陽
水
道
企
業
団
、

Ｊ
Ａ
菊
池
菊
陽
中
央
支
所
、
つ
か
さ
菊
陽

店
、
地
元
農
家
と
連
携
し
て
食
料
品
の
寄
贈

を
受
け
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
め
た
食
料

品
と
共
に
、
菊
陽
町
社
協
で
保
管
し
、
相
談

に
訪
れ
た
生
活
困
窮
者
等
へ
配
付
す
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
居
住
の
支
援
と
し
て
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の

活
用
の
他
に
居
住
支
援
法
人
（
Ｐ
９
に
て
解

説
）
や
菊
陽
町
の
一
時
保
護
施
設
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
暮
ら
し
に
困
り
ご
と
を
抱
え
る
外
国

人
の
相
談
が
増
加
。
現
在
、
外
国
人
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
や
国
際
交
流
会
館
、
町
の
外
国

人
相
談
窓
口
と
連
携
を
図
り
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
た

め
に
必
要
な
申
請
が
、
言
語
の
問
題
で
私
た

ち
社
協
だ
け
で
は
難
し
い
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
外
国
の
方
も
町

民
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
」
と
、
同
係
主
任
の
井
さ
ん
。
町

内
に
居
住
す
る
外
国
人
を
は
じ
め
、
今
後
は

台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
」
の

進
出
で
、
交
流
活
動
や
地
域
の
見
守
り
活
動

が
益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
話
し
ま
す
。

「
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
地
域
づ
く
り
は
、
一
体

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
地
域
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
力

を
込
め
る
明
利
さ
ん
。
同
じ
地
域
に
住
む
外

国
人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
で
支
え
合

い
、
助
け
合
う
空
気
を
作
っ
て
い
く
の
も
社

協
の
役
割
だ
と
話
し
ま
す
。

社
協
と
し
て
の
意
識
の
統
一
を
図
り

相
談
者
が
安
心
で
き
る
体
制
へ

　
前
述
の
よ
う
に
、
相
談
内
容
が
多
様
化
、

複
雑
化
す
る
事
例
が
多
い
昨
今
。
相
談
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
対
象
世
帯
や
地
域
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
社
協
内
で

共
有
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
違
う
の
は
当
た
り

前
。
で
も
、
〝
社
協
の
職
員
と
し
て
〞
は
、

み
ん
な
同
じ
思
い
で
い
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
根
底
に
は
理
念
が
あ
る
の
で
そ
こ
は
絶

対
に
ブ
レ
な
い
よ
う
に
、
意
識
の
統
一
を
試

み
て
い
ま
す
」
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
菊
陽

町
社
協
で
は
、
週
に
１
回
、
部
署
の
垣
根
を

越
え
た
生
活
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
実
施
。
１
〜

２
時
間
、
白
熱
し
た
議
論
を
展
開
し
、
意
見

を
出
し
合
い
ま
す
。
そ
の
他
、
月
に
１
回
、

菊
陽
町
社
協
と
町
役
場
、
関
係
す
る
福
祉
団

体
等
が
集
ま
り
、
支
援
し
て
い
る
生
活
困
窮

者
の
課
題
共
有
等
を
行
う
支
援
調
整
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
今
後
、
多
機
関
連
携
は

よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
く
の
で
、
多
機
関
、

多
分
野
の
関
係
者
が
話
し
合
う
場
の
必
要
性

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
、
対
象
者
を
取
り

巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
の
共
有
・
支
援

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

社協活動クローズアップ社協活動クローズアップ
社協活動クローズアップ

関係機関との支援調整会議の様子

菊陽町社協が掲げる理念を達成するための、菊陽町コミュニティのイメージ図

社会福祉法人 菊陽町社会福祉協議会

地域相談係の（左から）井 真由子さん、
冨永 祐介さん、明利 治樹さん
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う
い
う
こ
と
も
で
き
る
よ
〞
っ
て
思
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
事
か
な
と
。
そ
う
い
っ
た

声
を
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
拾
い
集
め
、
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
く
。
支
援
者
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
協
の
役
割
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
冨
永
さ
ん
た
ち
は
皆
、
同
じ

思
い
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
多
機
関
連
携
に
注
力
し
、
地
域
や

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
相

談
者
・
地
域
住
民
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
菊
陽
町
社
協
。
「
課
題
解
決
に
導
く
こ

と
だ
け
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
菊
陽
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
社

協
に
相
談
し
よ
う
、
社
協
が
あ
る
と
安
心
す

る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
動
い
て
い
ま

す
」
と
、
黒
子
に
徹
し
た
支
援
が
、「
地
域
で

支
え
合
う
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

理
念
を
形
に
す
る
布
石
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

多
機
関
連
携
に
よ
っ
て
増
え
る

関
係
機
関
、団
体
、地
域
住
民
等
と
の

連
携
や
社
協
の
関
わ
り

　
社
協
へ
の
相
談
は
、
直
接
相
談
者
本
人
や

そ
の
家
族
が
訪
れ
る
ケ
ー
ス
の
他
に
、
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
や
区
長
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
初

見
で
は
本
人
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
１
つ
な

の
か
複
数
あ
る
の
か
判
断
が
難
し
い
た
め
、

じ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
い
き
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

な
の
か
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。「
相
談
に
対
し

て
、
自
分
一
人
だ
け
で
あ
れ
ば
、
相
談
対
応
に

も
限
界
が
あ
る
し
、
解
決
す
る
の
は
困
難
で

す
。
関
係
機
関
が
増
え
る
こ
と
は
支
援
者
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
相
談
者
本
人

が
私
一
人
に
相
談
し
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
広

が
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
多
く

図
る
こ
と
が
、
ご
本
人
に
と
っ
て
安

心
で
き
る
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
、
多
機
関
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
を
教

え
て
く
れ
た
明
利
さ
ん
。

　
現
状
の
課
題
は
あ
る
程
度
把
握
し

て
い
て
も
、
地
域
の
状
況
は
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
応

じ
て
課
題
の
吸
い
上
げ
や
タ
イ
ム

リ
ー
に
関
係
機
関
と
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
ま
ず
は
菊
陽

町
の
現
状
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら

い
、
共
感
し
て
も
ら
わ
な
い
と
連
携

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
こ
が
難
し

い
で
す
。
で
も
そ
れ
を
続
け
る
こ
と

で
、
〝
だ
っ
た
ら
う
ち
の
企
業
は
こ

社会福祉法人
菊陽町社会福祉協議会
お問い合わせ　　
Tel.096-232-4832
熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2596
ホームページ　https://swkikuyo.or.jp/
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居住支援法人

居
住
支
援
法
人
と
は
・
・
・

　住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
、

居
住
支
援
を
行
う
法
人
と
し
て
、
都
道
府
県

が
指
定
す
る
も
の
。
正
式
に
は
「
住
宅
確
保

要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
」
と
い
い
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
（
低
額
所
得
者
、
被
災
者
、

高
齢
者
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
、
子
ど
も
を

養
育
す
る
方
、
そ
の
他
住
宅
の
確
保
に
特
に

配
慮
を
要
す
る
方
）
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

円
滑
な
入
居
の
促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
し
、
家
賃
債
務
保
証
の
提

供
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
に
係
る
住
宅
情
報

の
提
供
・
相
談
、
見
守
り
な
ど
の
生
活
支
援

等
を
実
施
す
る
法
人
の
こ
と
。

　居
住
支
援
法
人
と
し
て
、
菊
陽
町
社
協
と

も
連
携
し
、
対
象
者
の
入
居
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
ま
つ
お
不
動
産
。
代
表
取
締
役
の
松

尾
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

創
業
時
か
ら
変
わ
ら
な
い

「
入
居
を
拒
ま
な
い
」
思
い
と
は

　
ま
つ
お
不
動
産
は
平
成
24
年
の
創
業
以

来
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
の
入
居
を
拒
ま
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
ま

す
。「
前
職
で
、
不
動
産
会
社
で
働
い
て
い
た

時
に
、
学
生
ア
パ
ー
ト
の
空
室
に
困
っ
て
い

る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
い
る
一
方
で
、
そ
の
近

く
に
あ
る
病
院
の
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
が
患
者
さ

ん
の
居
住
先
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
保

証
会
社
も
な
か
っ
た
の
で
、
保
証
人
が
い
な

い
だ
け
で
入
居
を
断
る
・
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
普
通
だ
っ
た
ん
で
す
」。
そ
こ
で
松
尾
さ

ん
が
開
業
す
る
際
に
掲
げ
た
の
が
、
「
入
居

を
拒
ま
な
い
不
動
産
会
社
」。
高
齢
者
や
障

が
い
（
精
神
、
身
体
、
知
的
）
の
あ
る
方
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
や
外
国
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の

●居住支援法人に指定される法人
・NPO法人、一般社団法人、一般財団法
人（公益社団法人・財団法人を含む）
・社会福祉法人
・居住支援を目的とする会社　等

●居住支援法人の行う業務
①登録住宅の入居者への家賃債務保証
②住宅相談など賃貸住宅への円滑な入居
に係る情報提供・相談
③見守りなど要配慮者への生活支援
④①～③に附帯する業務
※居住支援法人は必ずしも①～④のすべての
業務を行わなければならないものではない。

方
、
刑
余
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
、
住
む

と
こ
ろ
に
困
っ
て
同
社
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
県
内
社
協
か
ら
の
相
談
も

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。

　「
す
べ
て
の
リ
ス
ク
は
当
社
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
分
し
っ
か
り
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

ま
す
。
特
に
既
往
歴
や
常
用
し
て
い
る
薬
が

あ
る
か
は
必
ず
確
認
し
て
、
病
院
が
近
い
場

所
に
入
居
し
て
も
ら
う
な
ど
配
慮
し
て
い
ま

す
」。
同
社
で
は
令
和
２
年
、
心
の
ケ
ア
を

必
要
と
さ
れ
る
方
や
、
精
神
科
の
病
気
を

持
っ
て
い
る
方
へ
向
け
て
、
訪
問
看
護
事
業

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
週
に
１
回
支
援
に
入

る
こ
と
で
入
居
者
の
状
況
を
把
握
し
、
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
孤
独
死
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
も
減
ら
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
居
住
支

援
法
人
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

「
堂
々
と
自
分
達
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
発

言
で
き
ま
す
」
と
頬
を
緩
め
る
松
尾
さ
ん
。

現
在
管
理
し
て
い
る
戸
数
は
１
０
４
０
室
。

同
社
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者
の
保
証
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
誰
で
も
入
居
で
き
ま
す

が
、
そ
の
多
く
が
社
会
資
源
と
の
つ
な
が
り

が
必
要
な
方
。
い
か
に
つ
な
い
で
い
く
か
が

大
切
で
、
そ
の
つ
な
が
り
を
拒
否
す
る
対
象

者
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎

日
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
や
る
な
ら
腰
を
据

え
て
本
気
で
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」
と
、

松
尾
さ
ん
。
そ
れ
は
、「
自
社
の
ア
パ
ー
ト
で

最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
室
に
困
っ
て

い
る
オ
ー
ナ
ー
と
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
方

と
を
つ
な
ぎ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
に
、

力
を
注
ぎ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社協活動クローズアップの中で登場
した用語について、事例とともに解
説します。

食の確保（フードドライブ・フードバンク）
　令和４年10月、ゆめマート熊本と「食品の提供・譲渡に関
する合意」を締結したことで、ゆめマート菊陽のフードドライ
ブ活動で回収した食品の寄贈を受けている。JA菊池菊陽中央
支所では、会員農家へ協力のチラシを配布してもらい、古米の
寄贈を受けている。そのほか、セブン-イレブンのフードドラ
イブ、パチンコ店のつかさ菊陽店からの寄贈などにより、集

まった食品を菊陽町
社協のフードバンク
で保管・管理。地元
の子ども食堂や、相
談に訪れた困窮者世
帯、ひとり親世帯、
地域の集まりの場な
どへ提供している。

居住の確保
　生活困窮者の居住支援として、県内
のシェルターや居住支援法人等と連
携。また、菊陽町独自の居住確保事業
として、令和4年度に精神障がいにも
対応した地域包括ケアシステム構築の
ための「住まいの場」が町内に新設。
これまで熊本市内のシェルターを活用
していたが、距離的にも伴走支援が難
しい等の課題があった。その課題につ
いて発信していたところ、町内の福祉
施設の部屋を短期間のシェルターとし
て活用できるようなった。

ゆめマート菊陽では毎月15日から１週間、店頭で食品や日用
品の回収をするフードドライブ活動を実施している

●不動産売買・不動産賃貸
●シェルター事業
　…医療機関、福祉事業所等、多岐にわたる機関から入居の相談を受けています。
　　また、住居を失った方の緊急救済としてシェルターを運営。
●訪問看護
　…精神科に特化した訪問看護です。24時間365日対応。

当社は気軽に立ち寄れる不動産会社です。お気軽にご連絡ください。

まつお不動産株式会社
熊本市北区龍田８丁目17‐40

TEL：096-245-7984
FAX：096-245-7954

●お問合せ先

まつお不動産株式会社
代表取締役
松尾　 実さん
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う
い
う
こ
と
も
で
き
る
よ
〞
っ
て
思
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
事
か
な
と
。
そ
う
い
っ
た

声
を
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
拾
い
集
め
、
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
く
。
支
援
者
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
協
の
役
割
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
冨
永
さ
ん
た
ち
は
皆
、
同
じ

思
い
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
多
機
関
連
携
に
注
力
し
、
地
域
や

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
相

談
者
・
地
域
住
民
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
菊
陽
町
社
協
。
「
課
題
解
決
に
導
く
こ

と
だ
け
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
菊
陽
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
社

協
に
相
談
し
よ
う
、
社
協
が
あ
る
と
安
心
す

る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
動
い
て
い
ま

す
」
と
、
黒
子
に
徹
し
た
支
援
が
、「
地
域
で

支
え
合
う
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

理
念
を
形
に
す
る
布
石
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

多
機
関
連
携
に
よ
っ
て
増
え
る

関
係
機
関
、団
体
、地
域
住
民
等
と
の

連
携
や
社
協
の
関
わ
り

　
社
協
へ
の
相
談
は
、
直
接
相
談
者
本
人
や

そ
の
家
族
が
訪
れ
る
ケ
ー
ス
の
他
に
、
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
や
区
長
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
初

見
で
は
本
人
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
１
つ
な

の
か
複
数
あ
る
の
か
判
断
が
難
し
い
た
め
、

じ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
い
き
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能

な
の
か
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。「
相
談
に
対
し

て
、
自
分
一
人
だ
け
で
あ
れ
ば
、
相
談
対
応
に

も
限
界
が
あ
る
し
、
解
決
す
る
の
は
困
難
で

す
。
関
係
機
関
が
増
え
る
こ
と
は
支
援
者
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
相
談
者
本
人

が
私
一
人
に
相
談
し
て
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
広

が
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
多
く

図
る
こ
と
が
、
ご
本
人
に
と
っ
て
安

心
で
き
る
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
、
多
機
関
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
を
教

え
て
く
れ
た
明
利
さ
ん
。

　
現
状
の
課
題
は
あ
る
程
度
把
握
し

て
い
て
も
、
地
域
の
状
況
は
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
応

じ
て
課
題
の
吸
い
上
げ
や
タ
イ
ム

リ
ー
に
関
係
機
関
と
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
ま
ず
は
菊
陽

町
の
現
状
や
課
題
を
知
っ
て
も
ら

い
、
共
感
し
て
も
ら
わ
な
い
と
連
携

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
こ
が
難
し

い
で
す
。
で
も
そ
れ
を
続
け
る
こ
と

で
、
〝
だ
っ
た
ら
う
ち
の
企
業
は
こ

社会福祉法人
菊陽町社会福祉協議会
お問い合わせ　　
Tel.096-232-4832
熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2596
ホームページ　https://swkikuyo.or.jp/

菊陽町社協の多機関連携の実践事例
PICK UP

 WORD

居住支援法人

居
住
支
援
法
人
と
は
・
・
・

　住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
、

居
住
支
援
を
行
う
法
人
と
し
て
、
都
道
府
県

が
指
定
す
る
も
の
。
正
式
に
は
「
住
宅
確
保

要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
」
と
い
い
、
住
宅

確
保
要
配
慮
者
（
低
額
所
得
者
、
被
災
者
、

高
齢
者
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
、
子
ど
も
を

養
育
す
る
方
、
そ
の
他
住
宅
の
確
保
に
特
に

配
慮
を
要
す
る
方
）
の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

円
滑
な
入
居
の
促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
し
、
家
賃
債
務
保
証
の
提

供
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
に
係
る
住
宅
情
報

の
提
供
・
相
談
、
見
守
り
な
ど
の
生
活
支
援

等
を
実
施
す
る
法
人
の
こ
と
。

　居
住
支
援
法
人
と
し
て
、
菊
陽
町
社
協
と

も
連
携
し
、
対
象
者
の
入
居
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
ま
つ
お
不
動
産
。
代
表
取
締
役
の
松

尾
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

創
業
時
か
ら
変
わ
ら
な
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「
入
居
を
拒
ま
な
い
」
思
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と
は

　
ま
つ
お
不
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産
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平
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年
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創
業
以

来
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
と
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れ
る
人
た

ち
の
入
居
を
拒
ま
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
い
ま

す
。「
前
職
で
、
不
動
産
会
社
で
働
い
て
い
た

時
に
、
学
生
ア
パ
ー
ト
の
空
室
に
困
っ
て
い

る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
い
る
一
方
で
、
そ
の
近

く
に
あ
る
病
院
の
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
が
患
者
さ

ん
の
居
住
先
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
保

証
会
社
も
な
か
っ
た
の
で
、
保
証
人
が
い
な

い
だ
け
で
入
居
を
断
る
・
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
普
通
だ
っ
た
ん
で
す
」。
そ
こ
で
松
尾
さ

ん
が
開
業
す
る
際
に
掲
げ
た
の
が
、
「
入
居

を
拒
ま
な
い
不
動
産
会
社
」。
高
齢
者
や
障

が
い
（
精
神
、
身
体
、
知
的
）
の
あ
る
方
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
や
外
国
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の

●居住支援法人に指定される法人
・NPO法人、一般社団法人、一般財団法
人（公益社団法人・財団法人を含む）
・社会福祉法人
・居住支援を目的とする会社　等

●居住支援法人の行う業務
①登録住宅の入居者への家賃債務保証
②住宅相談など賃貸住宅への円滑な入居
に係る情報提供・相談
③見守りなど要配慮者への生活支援
④①～③に附帯する業務
※居住支援法人は必ずしも①～④のすべての
業務を行わなければならないものではない。

方
、
刑
余
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が
、
住
む

と
こ
ろ
に
困
っ
て
同
社
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
県
内
社
協
か
ら
の
相
談
も

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
。

　「
す
べ
て
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ス
ク
は
当
社
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
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分
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か
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と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し

ま
す
。
特
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既
往
歴
や
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用
し
て
い
る
薬
が

あ
る
か
は
必
ず
確
認
し
て
、
病
院
が
近
い
場

所
に
入
居
し
て
も
ら
う
な
ど
配
慮
し
て
い
ま

す
」。
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で
は
令
和
２
年
、
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の
ケ
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さ
れ
る
方
や
、
精
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て
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訪
問
看
護
事
業

を
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支
援
に
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居
者
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を
把
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し
、
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
孤
独
死
の
リ
ス
ク
を
少
し

で
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ら
し
た
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と
い
う
狙
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が
あ
り
ま
す
。
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と
が
、
居
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と
し
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制
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化
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と
で
、

「
堂
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と
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分
達
が
や
っ
て
い
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を
発

言
で
き
ま
す
」
と
頬
を
緩
め
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松
尾
さ
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。

現
在
管
理
し
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る
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は
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０
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０
室
。
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ほ
と
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入
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者
の
保
証
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に
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て
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ま
す
。「
誰
で
も
入
居
で
き
ま
す

が
、
そ
の
多
く
が
社
会
資
源
と
の
つ
な
が
り

が
必
要
な
方
。
い
か
に
つ
な
い
で
い
く
か
が

大
切
で
、
そ
の
つ
な
が
り
を
拒
否
す
る
対
象

者
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
毎

日
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
や
る
な
ら
腰
を
据

え
て
本
気
で
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」
と
、

松
尾
さ
ん
。
そ
れ
は
、「
自
社
の
ア
パ
ー
ト
で

最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
室
に
困
っ
て

い
る
オ
ー
ナ
ー
と
住
宅
確
保
要
配
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者
の
方

と
を
つ
な
ぎ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
に
、

力
を
注
ぎ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社協活動クローズアップの中で登場
した用語について、事例とともに解
説します。
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ブ活動で回収した食品の寄贈を受けている。JA菊池菊陽中央
支所では、会員農家へ協力のチラシを配布してもらい、古米の
寄贈を受けている。そのほか、セブン-イレブンのフードドラ
イブ、パチンコ店のつかさ菊陽店からの寄贈などにより、集

まった食品を菊陽町
社協のフードバンク
で保管・管理。地元
の子ども食堂や、相
談に訪れた困窮者世
帯、ひとり親世帯、
地域の集まりの場な
どへ提供している。

居住の確保
　生活困窮者の居住支援として、県内
のシェルターや居住支援法人等と連
携。また、菊陽町独自の居住確保事業
として、令和4年度に精神障がいにも
対応した地域包括ケアシステム構築の
ための「住まいの場」が町内に新設。
これまで熊本市内のシェルターを活用
していたが、距離的にも伴走支援が難
しい等の課題があった。その課題につ
いて発信していたところ、町内の福祉
施設の部屋を短期間のシェルターとし
て活用できるようなった。

ゆめマート菊陽では毎月15日から１週間、店頭で食品や日用
品の回収をするフードドライブ活動を実施している

●不動産売買・不動産賃貸
●シェルター事業
　…医療機関、福祉事業所等、多岐にわたる機関から入居の相談を受けています。
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（単位 100万） 10年 20年 30年

ご加入のおすすめ！

県社協会員制度

職員の育成のため、研修会に参加
させたいけど、経費はできるだけ
抑えたい…。

例えば…
　年に　10回　研修会に参加／会費年額 12,000円 の例

非会員：経費合計 180,000円
会　員：経費合計 132,000円

※会費12,000円含む

年間 4.8万円おトク

熊本県民間社会福祉事業従事者退職共済制度

退職給付額
 　　 390万円に！

掛金総額　3,096,000円（事業主と加入者で折半）が

例えば…
　基本給平均　200,000円　30年勤務　の例

社会福祉法人向け

積立額に運用益が加算される共済制度！

県社協への寄附御礼 寄附のお願い
社会福祉事業推進のためにと、多額のご寄附をいただきました。
ここに深く感謝申し上げます。
ご芳志に沿うよう、今後とも社会福祉事業の推進に努めて参ります。

熊本県社会福祉協議会では、地域福祉の推進に
必要な財源として、本会の活動・事業に賛同し
応援してくださる全国の皆様や企業・団体様から
の寄附金を受け付けております。
ご寄附いただきました浄財は、本会が実施する
事業や県内の福祉団体、ボランティア団体等へ
の支援に活用させていただきます。
この機会に、社会貢献としてご一考くだされば
幸いです。

受付〈令和５年３月１日～令和５年８月31日〉※順不同
● 一般財団法人H₂Oサンタ　様
● HIGOパイロットクラブ　様
● 株式会社 熊本計算センター　様

県社協のおトクな制度に加入しませんか？

研修内容はこちら▶ 制度内容はこちら▶
お問合せ　熊本県社会福祉協議会
　　　　　福祉人材・研修センター　☎096-322-8077

お問合せ　熊本県社会福祉協議会
　　　　　総務部　総務企画課　☎096-324-5454

〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度

SJ22-12223
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